
平成2年3月 1日発行

町の鳥=ひばり/町の花=れんげ/町の木=乙女椿

男 6，276人(+21) 

女 6，010人(+ 7) 

計 12，286人(+28) 

世帯数 3，995戸(十14)
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-
町
の
人
口
・

青空と緑と産i業のまぢ昭和町

、.
二'

企押原小6年3組で~

?刀や淫
T

Z
回
一戸

み
か誌、ギ

t
品、さ筆

ψ
木山村

・
医
療
費
の
節
約
に
ご
協
力
を

制

・
昭
和
町
健
康
ま
つ
り
開
催

4

P

米

・
新
春
恒
例
消
防
団
出
初
め
式
:
:
:
:
:
・
:
:
5

P

崎

・

河
川
水
質
検
査
を
実
施

6

p

な

・

交
通
災
害
共
済
へ
ご
加
入
を
:
:
:
:
:
j
i
-
-7

P

抗

・

み
ん
な
の
広
場

8
・9
p

※

・
お
し
ら
せ
:
:
:
:
:-
j
i
-
-
:
j
i
-
-
:
j
i
-
-
川

p

料

・
保

健

衛

生

だ

よ

り

ハ

P

制

・
3
月

の

こ

よ

み

は

P

米

フ
』
・
司
J
p
a

みんな自信作が書けたかな?一一一 1月16日押原小学校

で、校内一斉に第38白書きぞめ大会(県連合教育会主催)が

行われました。

新春を迎える心を文字に託そうと 1、己年生は硬筆(鉛筆)

で「なわとびJIくつ」の詩在、3年生以上は、毛筆で「ひばりJ
「初だよりJI雪わり草JI早春の空」とそれぞれの課題に取り

組みました。

「入賞を」と張り切るチピッ子書道家たちは、腕まくりをし

て時間ギリギリまで一生懸命に練習。 清書が始まると真剣な表

情で一宇一字に取り組み、自信作を笑顔で提出していました。
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| 医療と健康 | 
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すが

医
療
費
の
節
約
巴
ご
協
力
を

l
l
l

昭
和
五
十
七
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
老
人
医
療
費
の
対
象
者
は
、

七
十
歳
以
上
の
人
全
員
と
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
人
で
寝

た
き
り
な
ど
一
定
の
障
害
が
あ
る
と
町
長
が
認
定
し
た
人
で
す
。
そ

の
老
人
医
療
費
、
か
年
々
上
昇
を
続
け
、
本
町
の
昭
和
六
十
三
年
度
の

老
人
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
県
平
均
を
上
回
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
す
で
に
昨
年
度
の
同
月
比
較
で
十
五
%
の
増
加
で
す
。

舎
後
、
お
年
寄
り
の
人
口
、
か
増
え
る
に
従
い
、
医
療
費
も
増
加
す
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
少
し
で
も
増
加
を
防
ぐ
た
め
に
、
お
年

寄
り
の
医
療
と
健
康
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

...老化現象は誰にでも起こるもの。 しかし、毎日適度に体を動かす

だけで、かなり老化のスピードを遅らせることができます。日頃から

の健康管理に気をつけ、医療費の節約を。

大老老
事後人
なの保
制健健
度康制

を度
支は
え

る

七
十
歳
(
寝
た
き
り
の
人
は
六
十
五

歳
)
に
な
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
や
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
て
も
、

医
療
に
つ
い
て
は
老
人
保
健
で
お
医
者

さ
ん
に
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
加
入
し
て
い
る
健
康
保
険
を
抜
け

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
資
格
は
そ
の

ま
ま
残
さ
れ
て
、
医
療
以
外
の
給
付
(
葬

祭
費
な
ど
)
は
そ
の
保
険
か
ら
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
七
十
歳
の
誕
生
日

の
翌
月
(
六
十
五
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま

で
の
人
は
町
長
の
障
害
認
定
を
受
け
た

日
の
翌
月
)
か
ら
、
外
来
で
医
者
に
通

っ
た
場
合
は
、
一
つ
の
医
療
機
関
ご
と

に
毎
月
最
初
の
診
療
日
に
八

O
O
円
の

自
己
負
担
金
を
払
い
ま
す
。
ま
た
、
入

院
し
た
場
合
は
一
日
四

O
O
円
の
負
担

金
で
入
院
日
数
分
を
払
え
ば
良
い
こ
と

に
な
り
ま
す
。
(
六
十
八
歳
・
六
十
九
歳

の
方
々
は
、
県
と
町
で
半
分
づ
っ
負
担

し
て
老
人
医
療
費
と
同
様
な
扱
い
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
で
言
う
老
人
医

療
費
に
は
該
当
し
ま
せ
ん
)

圃
老
人
一
人
当
た
り
の

・
医
療
費
は
年
間
総
万
円

本
町
の
老
人
医
療
対
象
者
は
、
平
成

二
年
一
月
一
日
現
在
で
七
百
八
十
二
人

で
、
全
人
口
の
六
・
四
%
に
当
た
り
ま

す
。
そ
の
医
療
費
は
、
昭
和
六
十
三
年

度
で
約
三
億
四
千
七
百
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。
老
人
一
人
当
た
り
で
は
、
年

間
約
四
十
六
万
円
の
医
療
費
が
か
か
っ

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
(
表
①
参
照
)

平
成
元
年
度
は
す
で
に
大
幅
な
増
加
が

見
ら
れ
、
年
度
末
に
は
三
億
八
千
五
百

万
円
程
度
の
医
療
費
が
予
測
さ
れ
て
い

ま
す
。

内
容
と
し
て
は
、
入
院
に
よ
る
医
療

費
も
多
い
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
に
も
増

し
て
通
院
に
よ
る
医
療
費
が
大
幅
に
増

え
て
い
ま
す
。
平
均
し
て
一
人
当
た
り

一
カ
月
に
一
件
以
上
の
医
者
に
四
日
間

通
院
し
て
い
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い

ま
す
。
-医
療
費
の
負
担
は
?

こ
の
医
療
費
は
、
老
人
医
療
費
を
公

平
に
負
担
し
て
い
た
だ
く
意
味
で
、
三

割
は
国
・
県
・
町
(
み
な
さ
ん
の
納
め

《
老
人
一

人
当
た
り
の

医
療
費
の
比
較
》

(単位:万円) 【表⑦] 仁二コ山梨県 仁二コ昭和町
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た
税
金
)
で
負
担
し
、
残
り
の
七
割
は

医
療
保
険
の
す
べ
て
の
保
険
者
(
会
社

な
ど
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合
・
町
の

国
民
健
康
保
険
な
ど
)
が
共
同
で
お
金

を
出
し
合
っ
て
負
担
す
る
し
く
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。
(
表
②
参
照
・
保
険
者
の

負
担
す
る
お
金
は
、
み
な
さ
ん
の
納
め

る
保
険
料
や
保
険
税
で
ま
か
な
わ
れ
て

い
ま
す
)

圃
医
療
費
節
約
に

圃
ご
理
解
と
ご
協
力
を
|

医
療
費
が
増
え
る
の
は
健
康
を
守
る

た
め
に
グ
し
か
た
が
な
い
4

と
考
え
ら

れ
が
ち
で
す
。
も
ち
ろ
ん
私
達
の
健
康

水
準
も
そ
れ
だ
け
向
上
し
て
き
た
と
も

言
え
ま
す
。
し
か
し
、
医
療
費
が
増
え

る
と
そ
れ
を
支
え
る
私
達
一
人
ひ
と
り

の
負
担
も
大
き
く
な
っ
て
き
ま
す
。
少

し
で
も
医
療
費
の
増
加
を
お
さ
え
る
た

め
、
一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
自
分
の

健
康
管
理
に
気
を
配
り
、
医
療
費
の
節

約
に
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

い
う
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

み
な
さ
ん
の
健
康
の
た
め
に
、
ま
た

で
き
る
だ
け
ム
ダ
な
医
療
費
を
増
や
さ

な
い
た
め
に
も
次
の
よ
う
な
事
に
注
意

し
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

63 (年度)62 61 60 

①重複受診はしない治療を

最初からやりなおすだめ、

医療費のムダ使いlこ。

59 

⑧診療時間内に受診を急病

の場合はともかく、時間外

は加算料金がつく。

② 平成2.3.1しょうわ広報



③薬ねだりはしない

指示どおり飲まない

のは医療費のムダ。

④早期発見・早期治療を

13¥だ、んと様子ガ違つだ

ら、早めに受診を。

⑤家庭医をもとう

病歴や体質などを把握

してくれているので治

療刻果ガ上がる。

⑤健康診断を受けよう

治療より予防をlりがけ

る疋め¥定期的な健康

チェックを。

局参7
、ヘ

て
く
だ
さ
い
。
医
療
費
の
節
約
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
老
人
健
康
保
健
事

業
に
対
す
る
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他
、
老
人
医
療
な
ど
に
つ
い
て

の
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
住
民
課
国
保

係
(
富
市
1
2
1
1
1内
線
⑮
⑮
)
ま

で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

園
田
頃
か
ら
の

圃
健
康
管
理
を

町
で
も
、
保
健
婦
を
軸
と
し
た
各
種

検
診
や
健
康
教
室
を
数
多
く
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
行
事
に
積
極
的
に

参
加
し
て
、
日
頃
か
ら
健
康
管
理
と
病

気
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
に
心
掛
け

お年寄りの一部負担

1，137万3千円

-
昭
和
田
年
度
・

《
昭
和
町
老
人
医
療
費
の

費
用
負
担
の
し
く
み
》

国(2割)

6，717万円

2億3，521万5千円

(7割)

[表②]

町の国民健康

保険や会社な

どの健康保険、

共済組合などの

保険者からの

拠出金

四
月
か
ら
新
レ
い
保
隙
証
で

-
国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す
・

現
在
使
わ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保

険
証
の
有
効
期
限
は
、
三
月
三
十
一

日
ま
で
で
す
。

四
月
一
日
か
ら
は
新
し
い
保
険
証

に
変
わ
り
ま
す
の
で
、
国
保
に
加
入

さ
れ
て
い
る
方
は
、
次
の
日
程
表
に

よ
り
、
日
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参
し

て
最
寄
り
の
公
会
堂
で
更
新
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
る
大
切
な
も
の
で
す
。
ス
ム
ー
ズ

に
更
新
で
き
る
よ
う
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

V
お
問
合
せ
役
場
住
民
課
(
花
|

2
1
1
1内
線
⑫
⑮
)
ま
で
。

日

程

表

月日 ~付場所 時 間

西条新田公会堂 午前 g時 ~ 9時50分

西条一区 公会堂 午前10時 ~ 10時50分

3 
清水新居 公会堂 午前11時 -- 11時50分

西条二区第一公会堂 午後 l時 ~ 2時50分

月 押越公会堂 午後3時 ~ 3時50分

紙漉阿原 公会堂 午後4時 ~ 4時50分
29 

築地新居 公会堂 午前 9時 ~ 9時50分

日 飯喰集落センター 午前10時 -- 10時50分

河西公会堂 午前11時 -- 11時50分
(木)

上河東公会堂 午後 1時 ~ 1時50分

上河東二区集会所 午後2時 ~ 2時50分

河東中島公会堂 午後3時 ~ 4時30分

※期間中に会場ヘ来られない万は、以後、役場住民課窓口で

引き換えをしてくだ、さい。

③ 平成2.3.I 広報しようわ



明
る
い
未
来
は
健
康
か
ら

次
の
チ
ビ
ッ
コ
ガ

「
よ
い
歯
の
五
歳
児
表
彰
」

④ 

まつり開催
由子愛育会主催による第16回健康まつりがオ月28目、「この

一日 自分の健康を明日をになう子どもの健康を地域の健康を

考えてみましよう」をテーマに総合会館で盛大に開催されましだ。

あまつりでは、式典のほか展示 ・検診 ・試食などの各種コーナー

が催され、多くの町民のみなさんが訪れましだ。

を
受
け
ま
し
だ

平成2.3.1

(
叡
柿
略
)

式
典
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
愛

育
会
会
長
の
中
村
初
枝
さ
ん
が
「
各
地

域
の
健
康
を
み
ん
な
で
考
え
る
機
会
に

し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
続
い
て
、
よ

い
歯
の
五
歳
児
表
彰
や
国
保
優
良
家
庭

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
会
場
で
は
、各
地
区
ご
と
に
テ
ー
マ

を
決
め
、
子
ど
も
の
遊
び
場
・
婦
人
の
睡

眠
・
子
宮
癌
検
診
な
ど
に
つ
い
て
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
し
、
活
動
結
果
を
ま
と
め
た

愛
育
会
コ
ー
ナ
ー
を
は
じ
め
、
栄
養
改
善

推
進
員
の
「
も
っ
と
利
用
し
よ
う
乳
製

口
問
」
と
題
し
た
乳
製
品
の
調
査
や
料
理

の
試
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
、
大

変
な
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
健
康
ま
つ
り
講
演
会
で
は
、
外

山
滋
比
古
先
生
を
講
師
に
迎
え
「
こ
と

ば
と
こ
こ
ろ
」
と
題
し
た
講
演
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
先
生
の
体
験
を
も
と
に
、

人
を
傷
つ
け
る
の
も
言
葉
。
気
持
ち
を
よ

く
す
る
の
も
言
葉
。
そ
の
た
め
に
は
、
家

庭
で
の
普
段
か
ら
の
会
話
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
言
葉
の
も
つ
重
要
性
が
講
演

さ
れ
、
集
っ
た
人
達
は
メ
モ
を
と
っ
た
り
、

う
な
づ
き
な
が
ら
聴
き
い
っ
て
い
ま
し

た。
こ
の
ほ
か
、
検
診
で
は
、
市
立
甲
府
病

院
の
村
松
昭
先
生
に
よ
る
甲
状
腺
、
乳

癌
検
診
や
歯
科
検
診
が
無
料
で
行
わ

れ
、
数
多
く
の
人
達
、か
受
診
し
ま
し
た
。

ま
た
、
肺
活
量
や
背
筋
な
ど
の
体
位
・体

力
測
定
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
次
々
に
で
る
測

定
の
結
果
に
自
分
の
体
力
年
齢
を
改
め

て
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

ご
の
日

一
目
、
自
分
や
地
域
の
健
康

に
つ
い
て
考
え
直
す
よ
い
機
会
と
な
り

ま
し
た
。

地域の健康問題をみつめて~

清倉伊米伊渡五河名
水沢藤山藤辺味野執会

聡淳俊理伸了優圭喜号
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史

義

明

上上上上河河河紙
河河河河 漉盆
東東東東

一 一一 阿区

区区区区西西西原

広報しようわ

昭和町

国
民
健
康
保
険

優
良
表
彰
世
帯
(
敬
称
略
)

V
県
知
事
表
彰

伊
藤
広
章
(
押
越
)

V
町
長
表
彰

山
内
義
晴
佐
野
満
(
西
条
二
区
)

高
野
元
次
原
康
彦
(
清
水
新
居
)

伊
藤
広
章
(
押
越
)

V
国
保
運
営
協
議
会
長
表
彰
(
二
号
該

当
世
帯
)

中
沢

S
美
(
西
条

一
区
)

柿
島
照

夫
小
林
三
喜
男
角
田
喜
美
夫

池
谷
実
郎
(
西
条
二
区
)
塩
田
と

ミ
(
西
条
新
田
)
望
月
朝
徳
(
押

越
)
望
月
幹
雄
(
河
東
中
島
)

中
村
委
(
紙
漉
阿
原
)

近
藤
勉

望
月
文
一
(
築
地
新
居
)
望
月
ヲ

テ
イ
(
飯
喰
)
深
沢
傭
樋
口
静

枝
(
河
西
)

保

坂

一
雄

井

上

保

(
上
河
東
)
矢
巻
辰
雄
(
上
河
東
二

区
)

V
国
保
運
営
協
議
会
長
表
彰
(
三
号
該

当
世
帯
)

雨
宮
清
子
(
西
条
一
区
)
内
藤
康

野

杉

田

辰

男

斉

藤

二
貫
(
西
条

二

区

)

甘
利
富
士
雄
内
藤
浩

雨
宮
和
夫
鈴
木
富
美
子
大
野
三

男

河

合

豊

森

川
孝
徳
(
清
水
新

居
)
清
水
英
夫
(
西
条
新
田
)

海
野
清
子

三
神
冨
美
子

有
泉
敏

弘
石
川
力
也
(
押
越
)
小
沢
政

子

深

津

わ

か

江

中

島

幸
雄
(
河

東
中
島
)
五
味
政
(
紙
漉
阿
原
)

中
村
文
哉
藤
井
博
樋
口
芳
彦

(築
地
新
居
)
五
味
久
代

河
住
作

太
郎
岩
波
政
雄
金
丸
登
志
一

志
村
武
(
河
西
)

高
木
春
子

地

場
君
夫
樋
口
良
弘
(
上
河
東
)

f一一一一一一一一ーーーーーーー一一一ー一一一一ー一ー一一一一一一一一一一一ー一一.. 
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に を しに， v

振
り
ま
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ

」

く
り
講
演
を
聞
き
、
検
診
を
受
け
、

一

展
示
物
を
読
み
、
お
祭
り
に
来
て
く

一

れ
だ
田
の
人
達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

一

切
に
す
る
一
日
と
し
ま
し
だ
。

一

愛
青
会
で
は
、
こ
の
一
年
間
の
声

-

か
け
を
柱
と
し
だ
愛
育
活
動
の
中
よ

一

り
、
学
習
し
だ
こ
と
を
ま
と
め
て
展

一

示
し
ま
し
だ
。
こ
の
展
示
発
表
を
ひ

一

き
つ
づ
き
¥
地
域
の
問
題
と
考
え
¥

一

活
動
に
結
び
つ
け
て
、
住
み
よ
い
山

一

の
ふ
れ
あ
う
町
づ
く
り
を
し
て
い
き

一

だ
い
と
思
い
ま
す
。

」

1
1
1
1
K
 

企おまつりを通して、自介の、地域の健康を

考え直すよい機会となりました。



地
械
の
守
り
は
俺
た
ち
で
刀

新
春
恒
例
の
町
消
防
団
出
初
め
式
か
一
月
七
日
、
押
原
中
学
校
校
庭
で
町
内
十

二
部
と
役
場
消
防
隊
約
百
四
十
名
が
出
動
し
て
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

多
数
の
来
賓
が
出
席
す
る
中
、
式
で
は
、
消
防
団
員
が
機
械
器
具
の
点
検
や
ポ

ン
プ
操
法
な
ど
を
き
び
き
び
と
し
た
動
作
で
披
露
。
消
防
活
動
に
対
す
る
舎
年
の

決
意
と
災
害
ゼ
口
へ
の
願
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
席
上
、
消
防
に
功
労
の
あ
っ
た
次
の
み
な
さ
ん
に
表
彰
状
、
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

き
び
き
び
し
た
動
き
で
訓
練
礼
式
を

‘
披
露
す
る
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
。

犠

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
甲
種
功

山
[
力
車
阜
)

石
原
六
夫

V
山
梨
県
消
防
協
会
長
表
彰
(
乙
種
功

山
{
力
車
早
)

高

野

龍

二

中

山

有

深

川

謹

一

古
屋
光
昭

V
山
梨
県
消
防
協
会
甲
府
地
区
支
部
長

表
彰

五

味

正

雄

三

井

猛

雨

宮

章

人

V
山
梨
県
峡
中
地
方
振
興
事
務
所
長
表

宮
町

W野
中
敏
美

V
山
梨
県
防
犯
協
会
南
甲
府
支
部
長
表

u
w
w
 

蒔

田

和

重

磯

部

克

己

坂

本

章

小
松
勝
志
村
邦
彦

V
昭
和
町
長
表
彰

望

月

真

一

大

前

仁

志

上

田

雄

治

志
村
武
夫
小
林
孝

V
昭
和
町
消
防
団
長
表
彰

清

水

和

彦

村

松

永

雪

神
宮
寺
孝
夫
平
賀
弐
茂

平

山

忠

深

沢

晃

松笹
山本
イ二久

V
消
防
団
員
十
年
勤
続
表
彰

五

味

正

雄

中

山

有

古

屋

光

昭

V
役
場
消
防
隊
十
年
勤
続
表
彰

後

藤

正

比

古

河

西

実

海

野

豊

内
藤
芳
男
佐
野
成
男

V
消
防
団
員
五
年
勤
続
表
彰

清

水

和

彦

村

松

永

雪

三

谷

友

男

秋

山

久

秋

山

英

明

坂

本

久

森

田

実

深

沢

秋

男

輿

石

正

秀

保

坂

忠

徳

堀

口

久

男

星

野

経

隆

佐

野

勝

彦

渡

辺

税

井

上

久

雄

飯
島
健
次
秋
山
和
雄

V
消
防
庁
長
官
退
職
消
防
団
員
報
償

堀
之
内
法
政

V
山
梨
県
退
職
消
防
団
員
報
償

角
野
佳
男
横
内
和
美

V
消
防
協
力
者
表
彰
(
山
梨
県
消
防
協

会
長
)

窪
田
ま
さ
じ

V
早
期
発
見
者
表
彰

側
盟
和
産
業
甲
府
工
場
自
衛
消
防
隊

山
下
正
木
村
松
和
子

V
消
防
協
力
者
表
彰
(
昭
和
町
長
)

窪
田
ま
さ
じ

V
無
火
災
地
区
表
彰

清
水
新
居
区
(
区
長

押

越

区

(

区

長

飯

喰

区

(

区

長

河

西

区

(

区

長

石
川
芳
文
)

花
形
先
雄
)

鷹
野
忠
利
)

五

味

昭

) 企 県消防協会長表彰を

受ける石原六夫氏。

、 IJH宅てZ~
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瑛正されまし是ム

甲府地区広域行政事務組合

1簡関 改直分を事にン法
・上はが規量以福条 単係以正さや考 例 つやで今
五一、 制 の 上 定 例 今にす 下 され指慮ゃい 灯 定 回
00例 さ危指数でま説る、れた定し需 て油 めの
00えれ険定量少で 明 も 個 たこ数、要 、なて 改
リリ ばて物数の旦、 しの 人も と 量 危の過 どい正

ユ)量 1i呈火まにののにな険増去のるは
ト ト灯 た と 未 分 危 災 す つ 住 で よ ど物 加 の危ガ、
ルル 油 数し澗の険予 O い居すりがのな火険ソ 消
未 以 で 量 て の 一 物防 て に。、見区ど災 物リ防

満
で
し
た
が、

今
回
の
改
正
に
よ
り
二

0
0リ
ッ
ト
ル
以
上

一、

0
0
0リ
ッ

ト
ル
未
満
と

二
倍
に
拡
大
さ
れ
ま
し

た。
2

改
正
に
よ
り
小
量
危
険
物
と
し
て、

従
来
の
数
量
の
二
倍
の
危
険
物
を
貯
蔵

し
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
指
定
数
量

(例
え
ば
ガ

ソ
リ
ン
は
二

O
Oリ
ッ
ト
ル
、
灯
油
は

一、

0
0
0リ
ッ
ト
ル
)
の
二
分
の

一

以
上
指
定
数
量
未
満
の
危
険
物
を
貯
蔵

し
取
り
扱
う
場
合
に
は
、
そ
の
場
所
を

管
轄
す
る
消
防
署
長
に
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
貯
蔵
し
取
り
扱

い
を
廃
止
し
た
場
合
に
も
届
出
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

3

こ
の
火
災
予
防
条
例
の
施
行
は
、
平

成
二
年
五
月
二
十
三
日
か
ら
で
す
。

V
詳
し
い
こ
と
を
知
り
た
い
方
は、

甲
府

地
区
消
防
本
部

(
電
位
l
1
1
9
0
)
ま

で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

一

わ
が
国
で
組
織
化
さ
れ
だ
消
防
と
し
は
生
業
を
持
ち
、
火
事
、ガ
起
き
る
と
ま

一

一

て
は
、

り平
安
時
代
に
宮
殿
を
火
か
ら
守
と
い
を
持
っ
て
火
消
し
に
あ
だ
る
姿
は

一

一

る
「禁
裡
火
消
」
の
記
録
、か
あ
り
ま
す
。
現
在
の
消
防
団
そ
の
も
の
で
す
。
こ
の

一

一

し
か
し
、
消
防
制
度
ガ
実
を
結
、ぶ
の
は
制
度
の
立
役
者
は
、
あ
の
南
町
奉
行
大

一

一

江
戸
時
代
に
入
っ
て
か
ら
。
「
火
事
と
け
岡
越
前
守
忠
相
で
し
疋
。
大
岡
越
前
守

一

一

ん
か
は
江
戸
の
華
」
と
い
わ
れ
た
よ
う
こ
そ
消
防
団
づ
く
り
の
恩
人
と
い
え
る

一

一

に
、
ひ
ん
ぱ

ん

で

し

ょ

う

。

一

一

と
し
て
起
ひ
る

消

防

組

織

の

立

役

者

さ
て
、
明
治

一

一

火
事
を
憂
慮
し

に

B
E
E
F

時
代
に
入
っ
て

一

一

定
三
代
将
軍
、

4
ノ
E
M
F
畠
陪
盲
目
4

「町、.

初
め
て
消
防
と

一

一

徳
川
家
光
は
、

い
う
言
葉
が
使

一

一

火
の
用
山
の
「町
触
」

(ま
ち
ぶ
れ
)
を
わ
れ
ま
す
。
明
治
三
年

(
一
八
七

O
)

一

一
出
し
¥
山八つ
け
の
取
締
ま
り
を
強
め
ま
に
町
火
消
が
廃
正
さ
れ
、
消
防
組
、ガ
誕

一

一

し
だ
。

生
。
消
防
組
織
が
初
め
て
全
国
統
一
さ

一

一

自
治
体
消
防
の
祖
と
い
え
る
「
町

火

れ

疋

の

は

明

治

二
十
七
年
(
一
八
九

一

一

消
」ガ
生
ま
れ
だ
の
も
こ
の
時
代
で
す
。
四
)、
消
防
組
規
則
の
公
布
に
よ
っ
て
で

一

一

町
の
防
火
は
町
人
の
手
で
|
。
ふ
だ
ん

す

。

一
平成2.3.1広報しようわ⑤ 



確
定
申
告
は
、
も
れ
な
く
、

E
し
く
、
お
早
め
に
f

3
月
刊
日
ま
で

平
成
元
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申

告
、
町
県
民
税
、
国
保
税
の
申
告
は
三

月
十
五
日
ま
で
で
す
。
期
限
間
近
に
な

り
ま
す
と
税
務
署
、
役
場
の
窓
口
は
大

変
混
雑
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
す
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
町
で
は
、
地
区
別
に
受
付
相

談
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
広

報
二
月
号
を
ご
覧
に
な
る
か
、
役
場
税

務
課
(
箇
万

|
2
1
1
1内
線
⑮
⑧
)

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

税
金
〈
国
税
〉
が

も
ど
っ
て
き
ま
す
/

十
六
歳
か
ら
二
十
二
歳
(
昭
和
四
十

二
年
一
月
二
日
か
ら
昭
和
四
十
九
年

一

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)
ま
で
の
扶

養
親
族
が
い
る
方
は
、
平
成
元
年
分
か
ら

税
法
が
改
正
さ
れ
て
、
今
ま
で
よ
り
十
万

円
所
得
控
除
が
増
え
ま
し
た
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
は
、
も
う

一
度
源

泉
徴
収
票
を
見
直
し
て
く
だ
さ
い
。
(
広

報
一
月
号
参
照
)
特
定
の
所
に
人
数
が
は

い
っ
て
い
ま
す
か
?
は
い
っ
て
い
な
い
場
合

は
、
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税
が

一

万
円
程
度
還
付
さ
れ
ま
す
。

V
詳
し
く
は
、
役
場
税
務
課
(
箇
花

1
2

1
1
1内
線
⑮
⑧
)
ま
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。
確
定
申
告
は
三
月
十
五
日
ま
で

で
す
。
お
早
め
に
/

⑨
平
成
元
年
分
申
告
受
付
相
談
日
程

地区 受付期間 時間 会場

押越 2月26日伺)
河東中島

紙漉阿原

築地新居 3月2日程島
午前

飯喰 3月5日目)
8B寺

河西

上河東
3月9日働

午後

階Jホb 
上河東二区 4時

その他 3月12日目)

(予備日) 3月15日附

※
来
庁
の
際
は
、
最
初
に
税
務
課
窓
口
で
受
付

を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
税
務
署
、
役
場
か

ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書
、
昨
年
の
確
定
申
告
書

及
び
収
支
内
訳
書
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一

固

定

資

産

課

税

台

帳

の

一

一

縦

覧

期

間

は

3
月
1
日

一

一

か

ら

叩

日

ま

で

で

す

一

一

固
定
資
産
税
の
算
定
の
基
と

1
一

一
室
、
課
税
台
帳
の
縦
覧
を
行

陣

-殺

と

一
い
ま
す
。
自
分
の
納
め
て
い
る

4
a
t
B
イ

一

一
圏
疋
資
産
税
の
内
容
を
知
り
た

4

一

一
い
方
は
、
こ
の
期
間
に
ぜ
ひ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

一

一
・
期
間

三
月
一
白
か
ら
二
十
日
ま
で
の
午
前

一

一

九
時
か
ら
午
後
五
時
(
土
曜
日
の
午
後
、
三

一

一

月
十
目
、
日
曜
日
は
除
き
ま
す
)

一

一
・
場
所

役
場
税
務
課

一

一
※
固
定
資
産
税
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
軽
減
が
あ

一

一
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
役
場
税
務
課
(
冨
布

一

一
E
l
-
-
-寝
室
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

一

一
さ
い
。
な
お
、
本
人
以
外
の
方
が
縦
覧
す
る
場

一

一
合
は
本
人
の
委
任
状
が
必
要
で
す
。

一

町
で
は
、
鎌
田
川
・
東
川
・
今
川
・

常
永
川
・
清
水
新
居
地
区
側
溝
の
河

川
を
対
象
に
年

一
回
水
質
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
も
昨
年
十
月
十
六
日
に
水

質
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
調
査
で
は
、

ど
の
程
度
の
水
質
が
上
流
の
竜
王
町

か
ら
本
町
に
流
れ
、
下
流
の
玉
穂
町

に
流
れ
て
い
く
の
か
を
水
路
別
に
数

値
を
比
較
し
、
水
質
の
変
伯
を
調
べ

ま
し
た
。
今
回
は
、
こ
の
結
果
を
も

と
に
過
去
三
年
間
の
平
均
値
を
項
目

ご
と
に
わ
け
て
県
内
の
代
表
河
川
と

比
較
し
、
本
町
の
河
川
が
ど
の
程
度

に
位
置
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て

み
ま
し
た
。

環境保全のため河川水質検査を実施

BOD (生物化学的酸素要求量〉 水の中にある育機物ガ、微生物の働き

によって分解されるときに消費される酸素の量で表わしだものです。こ

の数値ガ大きくなればなるほど育機物による水の活れガ進み、水中の酸

素ガ少なくなっ疋りして、魚などが住みにくくなってしまいます。

mg/s 水中における物質の濃度の単位。 1mg /eは1e (1. OOOg)の水の

中!こ0.001gの物質が含まれていることを表わしています。

〈800)

(昭/.Q) 昭 和 町 河 川 3年間平均値

県内河)11 (湖沼)と昭和町河川の出較

県内滞111
数値
(mg/ U) 

生恵、魚類

(汚染度)

環境基準

類型 清水新居地区

10 

mg/D. 

以上

B 
mg/D. 

E 

今川水系東川水系鎌田川水系|常永川水系

濁川流末

17 

左
記
の
表
は
、

B
O
D在
比
較
し

た
表
で
す
が
、
最
も
良
好
で
あ
っ
た
の

は
、
今
川
の
昭
和
町
|
玉
穂
町
境
界

地
点
で

B
O
D値
は

2
以
下
で
環
境

基
準
類
型

A
ラ
ン
ク
に
入
り
、
釜
無

川
中
流
の
信
玄
橋
と
ほ
ぼ
同
程
度
で

ヤ
マ
メ
な
ど
も
生
息
で
き
る
良
好
な

水
質
状
態
で
し
た
二
方
、
東
川
の
県

営
玉
川
団
地
排
水
口
か
ら
最
下
流
の

中
央
道
側
道
地
点
と
清
水
新
居
地
区

の
甲
府
市
|
昭
和
町
境
界
は
、

B
O

D
値
5
以
上
の
D
ラ
ン
ク
に
相
当
し
、

甲
府
市
内
在
流
れ
る
荒
川
下
流
と
同

等
の
水
質
で
有
機
物
に
よ
る
汚
濁
が

進
行
し
つ
つ
あ
る
状
態
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、

B
O
D
の

甲府・昭和境

6.3 

東川下流

6.3 
玉川団地下流

5.9 
玉川団地上流

5.2 

濁川中流

10 

平等川流末

5.7 

荒川流末

7.0 

汚染度

(大)

コイ・フナ

汚染度

(中)

5 

mg/D. 

D 

竜王・昭和境
|東洋

4.8 
|マルチャン下

昭和・玉穂境 |
3.9 

4.5 
l 一一一J............l.....一一 L... 

E 
mg/D. 

B 

mg/D. 

A 

O 

mg/D. 

AA 

」一「一-.J BODの数値が小さいほどきれいな川で、 10昭/D.を

越えると、ほとんどの魚類は住めなくなります。

昭和・甲府境

3.8 
鎌田川

4.8 

コイ・フナ

汚染度

(JJ¥) 

3 
mg/D. 

C 

数
値
の
高
い
所
は
、
い
ず
れ
も
住
宅

密
集
地
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
出
る
生

活
排
水
(
食
べ
物
の
力
ス
や
洗
濯
の

汚
水
な
ど
)
が
数
値
を
上
げ
る
大
き

な
原
因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
た

め
、
各
家
庭
で
生
活
排
水
を
で
き
る

だ
け
河
川
に
流
さ
な
い
こ
と
が
河
川

中
の
有
機
物
量
を
減
ら
し
、

B
O
D

値
在
良
好
に
す
る
最
も
良
い
方
法
と

言
え
る
で
し
ょ
う
口

水
を
使
う
こ
と
は
、
言
い
換
え
れ

ば
水
を
汚
す
こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
台
所
や
風
自
な
ど
か
ら
で
る
生

活
排
水
を
で
き
る
だ
け
汚
さ
ぬ
よ
う

工
夫
し
て
、
魚
の
住
め
る
き
れ
い
な

河
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑥ 平成2.3.1しょうわ広報

昭和・玉穂境

1.7 

~原スタンド下

2.日

富士橋

2.3 

ヤマメ・イワナ|国界橋1.0
(清流) I丹波川 0.8

信玄橋

1.2 

アユ・サケ

(良)

ヤマメ・イワナ

(良)



万
一
に
傭
乏
で

家
族
そ
各
っ
て
夏
通
災
害
兵
第
ヘ

交
通
事
故
は
年
々
増
加
し
、

A

フ
日
の

大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
交
通
事
故
の
当
事
者
に
私
た
ち

自
身
い
つ
な
っ
て
し
ま
う
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。
「
ま
さ
か
:
・
」
の
時
に
備
え
て
、

家
族
そ
ろ
っ
て
交
通
共
済
に
加
入
し
ま

し
ょ
う
。

ま
で
の
期
間
、
六
十
三
件
の
災
害
に
対

し
て
四
百
七
十
八
万
五
千
円
が
見
舞
金

と
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。
万
一
に

備
え
て
交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し

レ
品
よ
j

。
V
加
入
資
格

本
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登

録
し
て
あ
る
方

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

V
共
済
掛
金

掛
金
は
年
額
一
人
五

O
O
円
で
す
。

な
お
、
四
月
一
日
以
降
の
中
途
加
入
の

場
合
も
掛
金
は
同
じ
で
す
。

V
共
済
期
間

平
成
二
年
四
月
一
日
か
ら
三
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
。
た
だ
し
、
中
途
加
入

は
、
申
込
日
の
翌
日
か
ら
三
年
三
月
三

十
一
日
ま
で
で
す
。

こ
の
共
済
は
、
自
動
車
、
電
車
、
飛

行
機
、
船
舶
、
バ
イ
ク
、
農
耕
用
車
、

自

転

車

な

ど

に

よ

る

人

身

事

故

に

、

一

役

場

総

務

課

(

冨

万

1
2
1
1
1
内

人
年
額
五

O
O円
の
掛
金
で
最
高
一

O

み
な
さ
ん
の
ご
家
庭
へ
、
地
区
の
交
線
⑧
・
⑪
)
ま
で
。

O
万
円
ま
で
の
見
舞
金
を
、
簡
単
な
手
通
安
全
母
の
会
役
員
(
婦
人
会
支
部
長
)
※
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
申
込
書
と

続
き
で
受
け
取
れ
る
も
の
で
す
。
を
通
じ
て
配
付
さ
れ
る
申
込
書
に
掛
金
い
っ
し
ょ
に
配
付
さ
れ
る
チ
ラ
シ
を
ご

本
町
で
は
、
昨
年
一
月
か
ら
十
二
月
を
添
え
て
、
三
月
二
十
六
日
ま
で
に
申
覧
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
方
法

E
E
E
E
E

赤
い
羽
根
共
同
募
金
の
ご

j
ご
協
力
あ
り
、
が
と
う
ご
ざ
い

昭
和
町
共
同
募
金
分
会
で
は
、

昨
年

十
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十

一
日
ま
で

の
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
期
間
中
募

金
総
額
一
、
九
七
九
、
六

O
O
円
の
実
績

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

民
生
委
員
、
各
地
区
社
協
理
事
、
支

部
委
員
、
区
長
さ
ん
方
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
町
内
各
家
庭
、
各
企
業
、
各

団
体
な
ど
の
温
か
い
善
意
と
ご
協
力
に

対
し
、
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
左
記

に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

V
街
頭
募
金

一五、

0
0
0
円

V
戸
別
募
金

九
七
二
、
六

O
O
円

V
大
口
募
金

九
三
五
、

0
0
0
円

V
そ
の
他
募
金

五
七
、

0
0
0
円

V
合
計

一
、
九
七
九
、
六

0
0
円

な
お
、

一
万
円
以
上
の
大
口
寄
付
者

を
左
記
に
ご
報
告
し
御
礼
申
し
上
げ
ま

す。
陶
ユ
タ
カ
商
事
・
植
松
菊
彦
・
小
松

建
築
・
宮
崎
組
帰
・
で
ん
え
ん
・
帰
萩

原
石
油
・
陶
佐
野
組
・
鮒
品
川
工
事
・

V
お
問
合
せ

吉
川
外
科
整
形
外
科
医
院
・
側
協
伸
・

側
江
商
・
偏
木
村
工
務
庖
・
陶
宝
林
・

偏
丸
善
産
業
・
備
誠
和
電
機
工
業
・
大

塚
内
科
小
児
科
医
院
・
綱
相
原
不
動
産

・
側
名
執
組
・
相
原
商
事
・
武
川
病
院

.
側
平
安
閣
・
側
青
木
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
・
側
米
山
実
業
・
偏
ホ
テ
ル
昭

和
・
偏
貢
川
建
材
・
側
ア
ル
プ
ス
ハ
イ

ウ
ェ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
日
産
デ
ィ
ー
ゼ
ル

山
梨
販
売
附
・
甲
府
ホ
イ
ス
ト
陶
・
側

ワ
カ
ツ
キ
・
偏
河
西
金
属
商
事
・
側
松

永
塗
装
販
売
・
側
岡
島
フ
ァ
ミ
リ
コ
昭

和
タ
ウ
ン
・
側
キ
ト
l
・
釜
無
金
属
工

業
協
組
・
側
一
ア
ル
モ
・
清
水
シ
ャ
ー
リ

ン
グ
・
山
梨
佐
川
急
便
・
側
日
興
建
設

.
清
水
精
米
工
場
・
幡
野
彦
一

烹所側 ふるさと活動だより (ぬ はのすは れこいパ医 L 1 
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lはつびいたいむI
書道で精神修養を

ロ

井手秀蔵さん(押越)

ーーー

A

フ
回
は
、
文
化
協
会
書
道
部
部
長

の
井
手
秀
蔵
さ
ん
に
書
道
を
は
じ
め

た
き
っ
か
け
な
ど
や
部
の
近
況
報
告

を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

父
の
友
人
に
毛
筆
の
上
手
な
方
が

お
り
、
四
季
折
々
の
便
り
の
返
信
は
よ

じゃがいもの

豚肉巻き

く
代
筆
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
私

も
そ
の
都
度
、
あ
ん
な
ふ
う
に
書
け
た

ら
良
い
の
だ
が
、
と
思
い
な
が
ら
気
軽

な
気
持
ち
で
こ
の
道
に
入
り
ま
し
た
。

当
時
、
文
化
協
会
で
部
員
の
募
集

が
あ
り
、
早
速
入
会
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
し
か
し
、

書
い

て
も
書

い
て

• r楢書の原点に戻り勉強しなおしたい」

も
な
か
な
か
そ
の
壁
は
厚
く
、
思
い

通
り
の
字
な
ど

一
度
も
書
け
た
事
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
無
我
夢
中
で

た
だ
書
き
続
け
た
だ
け
で
、

書
の
何

た
る
か
も
解
せ
ず
、
上
達
ど
こ
ろ
か

書
く
程
に
下
手
に
見
え
、
挫
折
挫
折

の
連
続
で
し
た
。
国
鉄
を
定
年
退
職

し
て
か
ら
の
事
。
早
や
九
年
は
過
ぎ

て
い
ま
す
。

小
宮
山
部
長
か
ら
萩
原
部
長
へ
、

そ
し
て
昨
年
、
そ
の
大
役
が
私
に
も

廻

っ
て
き
ま
し
た
。
誰
も
が
そ
う
で

あ
る
よ
う
に
何
か
趣
味
を
も
っ
事
は

大
切
な
事
で
あ
り
、
生
活
に
も
張
り

を
与
え
人
生
も
明
る
く
す
る
と
言
わ

れ
ま
す
。
自
分
だ
け
の
時
間
を
好
き

な
道
に
打
込
む
こ
と
が
で
き
、
教
養

を
高
め
、
精
神
修
養
に
も
つ
な
が
る

良
い
道
だ
と
考
え
ま
す
。

ゐ
口
ん
口
な
口
の
口
広
口
場

栄養改善推進員

福井ヨシさん
(紙漉阿原)

日
九
百
々

l
m
少

じ
・

し
宜

さ

・

…

適

大

川

…

d

良

日

み

で

日

好

ギ

日

(

7

¥

U

し

I
H
ら

h
い

い

・

レ

引

μ

ゆ

き

汁

う

う

つ

ン

と

よ

さ

モ

昧

し

あ

レ

一

-材料 (4人分)

じゃがいも...・H ・..400g 
塩 ...・H ・.....・H ・..…少々

豚肉(うす切り)… 320g
j由...・H ・H ・H ・..…大さじ l

大根おろし...・H ・..200g 

・作り方

① じゃがいもは 1センチ角ほどの拍子木切りにし、塩湯

で固めにゆでて水気を充分にきり、ざるに広げてさまし

ます。

② 豚肉を広げ①のじゃがいもを巻きます。

③ フライパンに油を熱し②を入れ焦げ目がつくく らいま

でころがしながら焼きつけます。

④ 大根おろしにしょうゆを混ぜ、小口切りのあさっき、

レモン汁、一昧とうがらしを添えていただきます。

筆
で
書
く
字
は
、
活
字
と
違
っ

て

書
く
人
の
個
性
に
よ
っ
て
そ
の
人
独

特
の
持
ち
味
を
も

っ
て
い
ま
す
。
人

柄
や
気
持
ち
も
表
わ
し
文
字
を
美
し

く
見
せ
て
も
く
れ
ま
す
。
こ
れ
は
皆
、

一
つ
一
つ
打
込
む

「点
」
や

「線
」
の

変
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
も
よ

う
や
く
解
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、

こ
う
し
た
楢
書
の
原
点
に
戻
っ
て
し

っ
か
り
基
礎
か
ら
勉
強
し
な
お
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

講
師
に
は
、
若
尾
先
生
を
お
迎
え

し
、
ご
多
忙
な
公
務
の
傍
ら
熱
心
に

ご
指
導
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

会
員
は
、
老
若
男
女
合
せ
て
十
三
名

で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
自
分
の

時
間
を
楽
し
み
つ
つ
、
毎
月
第
一
、
第

三
木
曜
日
公
民
館
教
室
の
く
る
の
を

待
ち
望
ん
で
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

身近な材料で簡単に作れる健康料理

V です。おためしください。

試
歩
の
手
は
南
の
病
窓
明
け
て
見
る

青
り
ん
ご
神
に
そ
む
い
た
元
朝
を
散
っ

履
歴
書
も
定
年
も
な
い
農
に
生
き

カ
レ
ン
ダ
ー
を
予
定
で
埋
め
る
趣
味
多
き

母
さ
ん
が
居
る
か
ら
温
い
故
郷
の
味

大
安
も
悌
滅
も
な
く
日
を
過
す

初
春
を
祝
い
て
年
が

一
つ
増
え

還
暦
は
遠
い
昔
と
今
は
古
希

健
康
な
幸
カ
レ
ン
ダ
ー
に
あ
る
プ
ラ
ン

吾
が
胸
に
思
い
出
残
し
友
が
逝
き

ょ
せ
鍋
に
友
情
こ
も
る
同
窓
会

故
郷
暦
ぺ

l
ジ
も
繰
れ
ぬ
変
り
ょ
う

東
風
の
雲
民
主
の
嵐
吹
き
始
め

牧
舎
に
も
カ
レ
ン
ダ
ー
か
け
初
試
乗

経
歴
が
邪
魔
に
な
く
退
職
者

ペ
ッ
ト
園
異
国
の
空
が
見
え
て
く
る

良
縁
に
心
を
燃
や
し
て
見
る
暦

楽
の
音
に
耳
か
た
む
け
て
三
オ
馬

カ
レ
ン
、
ダ

l
に
見
る
商
の
た
く
ま
し
さ

も
の
忘
れ
多
き
師
走
の
枯
野
原

大
安
が
父
に
位
し
い
門
出
の
日

文
学
館
古
き
散
策
夢
の
新
春

還
暦
も
過
ぎ
て
頑
固
も
少
し
取
れ

じ
い
ち
ゃ
ん
の
腰
が
す
わ
っ
た
き
ね
の
音

大
安
に
父
が
、
」
だ
わ
る
祝
宴
日

唇
な
ど
意
に
な
い
ヤ
ン
グ
の
結
婚
日

j尺
山
本
み
よ
子

磯
きF

堀
内
美
代
子

;尺
相
原
あ
き
子

矢

崎
森
田
み
ず
ほ

高
野

中
;尺

森
田

井
口 ネ中

春
男

玉
枝

花
枝

竜
星

夏
子

久
子

狂
花

素
木 緯f
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(
ハえ
)

(
母
)

昌
樹

ま
さ
み

hv
名
前
の
由
来

あ
芝
町
二
面
に
咲
く
菜
の
花
の
よ
う
に
、
広
い

山
を
持
ち
、
暖
か
く
思
い
や
り
の
あ
る
健
康
で
元
気
な
明
る
い

子
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
名
市
け
ま
し
だ
。

(
ハU
人
)

(
母
)
靖敏
子幸

‘F

名
前
の
由
来

昌
は
「
陽
L

を
あ
ら
わ
す
と
三
一口
う
事
で
パ
パ
の
一

{
子
を
も
ら
っ
て
昌
幸
と
名
性
け
ま
し
だ
。
太
陽
の
様
に
明
る
く
い
つ

も
笑
顔
を
た
や
さ
な
い
元
気
な
子
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

(ハV
〈
)

(
母
)

型久

』

V
名
前
の
由
来

ま
っ
す
ぐ
な
山
と
誰
か
ら
も
好
か
れ
る
子
に
育

っ
て
ほ
し
い
と
思
い
名
叶
け
ま
し
だ
。
毎
日
お
兄
ち
ゃ
ん
に
鍛

え
ら
れ
て
元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。

⑨ 
ιー

あ の
申コ
込|
み ナ
は|
、で

役 let
場
，今、-・

箇璽
語慰

霊安
富を
75ア

jz 
j妻
jk 
Eぶ
窃き
ま
で
fI 

んやち

生

認

な
菜

加

東

り
里

ι

M

融
制

東

西条一区
ま さ ゆ き

横田昌幸くん
S 63.10. 22生

西条二区
まみ

秋山真美ちゃん
H1. 3. 11生

J司.

合
【
お
酒
に
強
い
体
質
と
弱
い
体
質

山
梨
医
科
大
学
教
授

保
健
学
第
二

私
達
の
ま
わ
り
を
み
る
と
お
酒
を
飲
ん

で
直
ぐ
真
っ
赤
に
な
る
人
と
、
い
つ
ま
で
も

白
面
の
ま
ま
飲
め
る
人
が
い
る
こ
と
に
、
気

付
く
と
思
い
ま
す
口
前
者
は
俗
に
「
赤
鬼
」

と
い
わ
れ
お
酒
に
弱
い
人
で
あ
り
、
後
者
は

「青
鬼
」
と
い
わ
れ
お
酒
に
強
い
人
を
さ
し

ま
す
。
下
戸
(
げ
こ
)
あ
る
い
は
上
戸

(
じ
よ
う
ご
)
と
も
い
い
ま
す
。
徒
然
草
の

兼
好
法
師
が
「
下
戸
な
ら
ぬ
こ
そ
男
(
お

の
こ
)
は
よ
か
れ
」
と
い
っ
た
の
は
有
名
で

す
。
さ
て
、
こ
の
よ
う
に
お
酒
に
強
い
体
質

と
弱
い
体
質
が
あ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
か

ら
く
り
に
よ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

飲
用
さ
れ
た
(
工
チ
ル
)
ア
ル
コ
ー

ル
は
胃
や
小
腸
か
ら
吸
収
さ
れ
て
肝
臓
に

運
ば
れ
、
そ
こ
で
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
、

酢
酸
に
分
解
さ
れ
、
最
終
的
に
炭
酸
ガ
ス

と
水
に
な
っ
て
体
外
に
排
出
さ
れ
ま
す
。

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
か
ら
酢
酸
に
分
解
す

る
酵
素
に
、
実
は
個
人
差
、
さ
ら
に
人
種

差
が
あ
る
の
で
す
。
す
な
わ
ち
、
そ
の
酵

素
(
ア
ル
デ
ヒ
ド
脱
水
素
酵
素
)
の
活

性
を
も
っ
人
と
も
た
な
い
人
が
い
る
の
で

す
。
酵
素
の
活
性
を
も
た
な
い
人
は
ア
セ

ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
か
ら
酢
酸
へ
の
分
解
が
う

ま
く
い
か
す
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
血

中
濃
度
が
高
ま
り
ま
す
。
こ
の
ア
セ
ト
ア

ル
デ
ヒ
ド
は
毒
性
の
強
い
物
質
で
、
先
に

の
べ
た
顔
面
紅
潮
や
心
臓
が
ド
キ
ド
キ
し

た
り
脈
が
速
く
な
っ
た
り
す
る
「
フ
ラ
ツ

シ
ン
グ
徴
候
」
を
呈
す
元
凶
な
の
で
す
。

こ
の
酵
素
の
活
性
を
も
た
な
い
人
は
い
わ

ゆ
る
日
本
人
を
含
む
黄
色
人
種
の
約
四
割

雄

に
み
ら
れ
ま
す
。
白
色
人
種
や
黒
色
人
種
に

は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ま
せ
ん
。
厳
密
に
い
い

ま
す
と
弱
い
人
の
四
分
の

一
の
約
一
割
の

人
は
極
端
に
弱
い
人
で
、
奈
良
漬
で
酔
っ
払

う
人
な
ど
が
そ
う
で
す
。
こ
の
お
酒
に
対
す

る
感
受
性
は
遺
伝
的
に
決
っ
て
い
て
、
現
在

は

D
N
Aレ
ベ
ル
で
判
定
可
能
で
す
。

お
酒
に
弱
い
体
質
の
人
は
、
急
性
ア
ル
コ

ー
ル
中
毒
に
気
を
つ
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
大
学
生
(
最
近
は
中
学
生
も
)
の
一

気
飲
み
な
ど
で
救
急
車
騒
動
を
起
こ
す
の

は
、
自
分
が
弱
い
体
質
で
あ
る
こ
と
を
知
ら

な
い
の
に
無
茶
飲
み
す
る
か
ら
で
す
。
一

方
、
慢
性
ア
ル
コ
ー
ル
中
毒
(
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
)
は
お
酒
に
強
い
体
質
の
人
し
か

な
ら
な
い
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、

先
に
の
べ
た
極
端
に
弱
い
人
達
で
、
今
日
の

酒
緑
社
会
に
お
い
て
苦
労
在
重
ね
て
い
る

グ
ル
ー
プ
が
集
っ
て
「
飲
め
な
い
族
研
究

会
」
を
結
成
し
た
り
し
て
い
ま
す
。
嫌
煙
権

に
な
ら
っ
て
嫌
酒
権
を
主
張
す
る
向
き
も

あ
り
ま
す
。

要
は
、
自
分
の
体
質
に
合
っ
た
飲
み
方
、

適
性
飲
酒
を
心
掛
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
た
、
他
人
に
そ
の
人
の
体
質
を
無

視
し
て
飲
酒
を
強
制
し
な
い
と
と
も
大
切

で
す
。お

酒
に
強
い
体
質
か
弱
い
体
質
か
を
簡

単
な
質
問
紙
で
判
定
で
き
る
方
法
を
私
の

教
室
で
開
発
し
て
あ
り
ま
す
。
御
自
分
の

体
質
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、
ど
う
ぞ

ご
一
報
く
だ
さ
い
。

企

画

財

団

法

人

;実

香

DB 

里
仁
会

日
平
成
二
年
一
月
一
日
i
平
成
二
年
一
月

日

・
三
十
一
日
ま
で
の
届
出
(
敬
称
略
)

・

H

圃

出

生

唾

H

E

(
氏
名
)
(
保
護
者
)
(
地
区
)

・

•• 
・

藤

崎

裕

太

智

西

条
一

区

・

・

工

藤

祐

弥

透

西

条

二

区

-

H

深

沢

美

斗

君

美

西

条

二
区

日

日

尾

曽

真

弓

康

男

上

河

東
二
区

日

日

花

輪

龍

之

介

幸

夫

紙

漉
阿
原

口

口

小

林

あ

つ

希

貢

押

越

H

H

佐

々

木

正

義

正

則

河

西

日

一
中

込

朔

太

公

男

上

河

東

二

区

一

一
中

山

公

貴

和

則

西

条

二

区

・

・
鷹

野

李

香

尚

紀

西

条
二

区

・

・
依

田

真

梨

子

忠

西

条
新
田

・

・
古

屋

秀

治

光

昭

河

西

・

.

名

取

美

怜

泰

彦

上

河

東

二
区

山

口

市

川

智

恵

樽

彦

河

西

日

日

津
登

一
貴

真

一

築
地
新
居

日

日
村

松

裕

美

博

紙

漉

阿

原

日

日
深

津

郁

也

祥

司

西

条
二
区

日

日
泉

達

郎

忠

明

紙

漉

阿

原
H

H

・

婚

姻

.

名

執

修

巳

・

〈

〉

西
条
二
区

・

石

原

恵

子

.

駒

井

征

樹

.

・

〈

〉

押

越

H

.

東

郷

結

r

.
 

.
 

笹

本

信

彦

〈

〉

清
水
新
居

日

栗
原
富
美
子

園

宮

リ

建

・

〈

j

(

〉

西
条
一
区

・

有
井
富
士
枝

・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃
・
・
・
圃
・
・
圃
・
・
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一
老
人
家
庭
奉
仕
員

一
(ホ
l
ム
ヘ
ル
パ
l
)を

募
集
し
て
い
ま
す

二
人
暮
ら
し
の
方
の
お
世
話
や
話
し
相

一

手
を
し
て
い
た
だ
く
老
人
家
庭
奉
仕
員

一

(
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
|
)
在
次
の
要
領
に

一

よ
り
募
集
し
ま
す
。

一

V
採
用
人
員
一
名

一

V
応
募
資
格
健
康
で
寝
た
き
り
老
人

一

の
介
護
や
世
話
の
で
き
る
人
、
軽
自

一

動
車
運
転
免
許
以
上
の
免
許
所
持
者

V
応
募
締
切
り
三
月
十
五
日
関
午
後

五
時
ま
で

V
応
募
先
・
お
問
合
せ
役
場
総
務
課

(
箇
花
1
2
1
1
1
内
線
⑮
⑪
)
ま

で
、
職
員
採
用
試
験
申
込
書
(
役
場

総
務
課
に
あ
り
ま
す
)
に
履
歴
書
を

添
え
て
直
接
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

地
域
に
根
ざ
し
芝
生
涯
学
習
の
広
場

を
左
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
誰
で

も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
普
段

思
っ
て
い
る
こ
と
、
感
じ
て
い
る
こ
と

な
ど
出
合
い
の
中
で
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
0
・
出
合
い
は
¥
叫
[
子
、
ぶ
こ
と
へ

の
第
一
歩
で
す
/

v日
時
三
月
十
八
日
日
午
前
九
時

か
ら
正
午

V
場
所
総
合
会
館

V
お
問
合
せ
町
教
育
委
員
会
(
箇

万
1
3
7
3
7
)
ま
で

語り合ってみませんか?・E謹割田.

生涯学習推進大会

〔開催〕

軟式テニス初l白書講習会

〈開催〉

園田公園では¥テニスコートガ新装オープ

ンします。ま芝、子供も大人も楽しめる遊具

の整備、園道のタイル舗装などによって環境

も一新しましだ。

これを機会に軟式テ二スの講習会を開催し

ます。森に囲まれだテニスコートで、一日楽

しく良い汗を流してみませんか。

砂日時 4月オフ日(火) 午前10時から(雨天

の場合は24臼〉

砂場所 昭和町紙漉阿原園田公園

砂申込み国田公園管理事務所(冨75-51
35)まで

砂参加費無料

※なあ、この他テニスコート二面、ソフトボ

ールなどのク、ラウンド二百が整備されていま

すので、お気軽にご利用くだ、さい口

E
山
の
都
大
学

園

運

営

委

員

募

集

山
の
都
大
学
は
、
今
年
で
七
年
目
を

迎
え
ま
す
。
大
学
で
は
、
年
三
回
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
か
ら
講
師
を
招
き
講
演
会

を
開
催
し
た
り
、
歴
史
や
文
学
な
ど
の

ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
実
施
し
、
毎
年
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

現
在
、
山
の
都
大
学
で
は
、
み
ん
な

の
子
に
よ
る
み
ん
な
の
大
学
を
目
指

し
、
自
主
的
に
企
画
・
運
営
を
し
て
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
誰

で
も
自
由
に
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

V
連
絡
場
所
山
の
都
大
学
事
務
局

(
甲
府
市
相
生
2
1
2
1
口
箇
お
1

5
4
2
3
)
ま
で
。

春休み

親子料理教室

開 催

春
休
み
の
一
日
を
親
子
で
ふ
れ
あ
い

な
が
ら
料
理
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

v日
時
三
月
二
十
七
日
閃
午
後
一

時
三
十
分
か
ら

V
場
所
総
合
会
館
調
理
室

V
講
師
栄
養
士
栄
養
改
善
推
進
員

V
申
込
み
役
場
厚
生
福
祉
課
(
箇

万
1
2
4
1
4
1
7
内
線
⑪
〉
へ
三
月
二

十
日
ま
で
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
三
十
組
で
締
切
ら
せ
て
い
だ

だ
き
ま
す
。

NTT甲府支rrg

⑩ 

NTTサービ、スステーション
〈開屈のお知らせ〉

NTT甲府支届管内の西地域

のお客様のご不便を解消するた

め昭和町にサービスステーション

を閉居することになりました。

砂場所

NTT新甲府ビル 1F
(甲府バイパス国母支差点南)

中巨摩郡昭和町西条3919-1

箇31-4181 

砂営業時間

午前日時~午後 6時
砂取扱業務

電話機の販売、移転等注文受

付・料金受入・電報受付など

砂定休日

毎週水曜日・年始(1 ハ~ 3) 

※電話でのお申込みは116番

へ

巡
回
療
育
相
談
を

行
い
ま
す

心
身
に
障
害
の
あ
る
方
の
巡
回
療
育

相
談
が
次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
す
。

相
談
に
は
、
専
門
の
職
員
が
あ
た
り
、

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
日
時

三
月
十
四
日
(
水
)
午
前
十
時

(
)
午
後
三
時

V
場
所
中
央
児
童
相
談
所
(
甲
府
市

宝
一
丁
目
4
1
M
)

V
相
談
に
あ
た
る
職
員
整
形
外
科
医

・
児
童
福
祉
司
・
精
神
薄
弱
者
福
祉

司
・
心
理
判
定
員
・
保
健
婦
・
精
神
科

医
(
午
後
の
み
)

V
お
問
合
せ
役
場
厚
生
福
祉
課
(
箇

万
l
2
1
1
1
累
⑬
)
ま
で
。

※
な
お
、
相
談
は
無
料
で
、
身
体
障
害
者

手
帳
・
療
育
手
帳
の
あ
る
方
は
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

平成2.3.1しょうわ広報

障
害
者
の
た
め
の

ワ
ー
プ
ロ
教
室
開
催

山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
、

障
害
者
を
対
象
と
し
だ
ワ
ー
プ
ロ
な
ど

の
基
本
操
作
を
習
得
し
て
い
だ
だ
く
だ

め
の
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

V
開
催
回
数
年
九
回
開
催
各
三
週

(
十
五
日
間
)

V
講
習
場
所
山
梨
障
害
者
職
業
セ
ン

タ
ー
(
甲
府
市
湯
田
2
|
げ
|
件
〉

V
お
申
込
み
・
お
問
合
せ
山
梨
障
害

者
職
業
セ
ン
タ
ー
(
歯
切
ι
|
7
0
6

9
)
ま
で
。
な
お
、
受
講
は
無
料
で

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
応
募
く
だ
さ

tu 

町内交通事故

E発生件数1
「気をつけて」

朝の一言忘れずに

=1月分- -



⑧ ⑧⑧⑧側側側側⑧@保健衛生だより 側側側側側側側

手し

実施日

児 健 康 霊ロ会ジ 査

受付時間及び地区 該当児 場所

午後 l時00分-1時30分
平成元年 2月 高念

(常永地区)
出 生 ~日U 

午後 1時30分-2時00分 J口~ 

(西条地区) 会 I

午後E時00分-2時30分 平成元年5月

(押原地区)
出 生 児 館

受付時間及び地区 該当児 場所

午後 1時00分-1時30分 平成元年8月 出念
(常永地区)

出 生 ~日u 

午後2時00分-2時30分 J仁2Ih 

(西条地区) 」Z斗~ 

午後3時00分-3時30分 平成元年11月

(押原地区)
出 生 ~日U 館

3月15日

(木)

実施日

3月16日

(金)

|西条地区 |西条一区西条二区清水新居西条新田 | ぃ
|押原地区|押越河東中島紙漉阿原 | 
|常永地区 |築地新居飯喰河西上河東上河東二区 |

持ち物母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具

※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので [ 

ご承知くださしlo ~ 

2 歳 き合
ロジ児 態l 科 +実

実施日

受付時間

場 所

該当 Yc

3月13日(火)

午後 1時 '""1時30分

総合会館

昭和62年12月1日~昭和63年 2月28日までの出生

児。

母子手帳・歯についての質問票・毎日使っている 4. 
コップと歯ブラシ ヤ

1 'j 5. 

♂1 6. 

持ち物

3 歳 吾会
ロ~ 査康児 健

実施日 3月22日(木)

受付時間午後 1時 '""1時30分
場 所総合会館

該当児昭和62年 1月 1日~昭和62年 2月28日までの出生

児、及び前回未受診児。

持ち物母子手帳 ・ 3歳児健康診査票・食べものについて

の質問票。

※尿検査がありますのでご承知おきくださしユ。

乳児整形外科模診

実施日 3月28日(水)

受付時間午後 l時 '""1時30分
場 所総 合 会 館

該当児平成元年11月1日~平成元年12月31日までの出生

児。

持ち物母子手帳

不用犬猫収集日

日時 3月30日(金) 午前10時20分'""10時25分
場所総合会館前

※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいて ください。ま

た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし

っかり封をして ください。

自子手帳受付及び一般健康相談日

日時 3月 3日(土)・ 17日(土)・ 26日(月)
午前 9時 '""11時30分

場所総合会館

※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。妊

娠証明書は、必要ありません。

※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査栄

養指導などを行い健康についての相談にお答えしています

のでお気軽にお出かけくださしユ。

ツベルクリン反応模査とBCG接種

e<ツベルタリン反応検査〉

日 時 3月6日(火)午後1時'""2時
場 所 総合会館

該当児

*平成元年4月1日~平成元年 9月30日までの出生児。

女昭和63年10月1日~平成元年3月31日までの出生児で未接

種者。

宮崎平成元年 3月にBCG接種をした者(陽転確認のため)

※上記該当児のうちBCG接種後 1年以内の者は対象から除

外されます。

持ち物 母子手帳・予防接種受付カ ード

-く判定及び BCG接種〉

実施 日 3月8日(木)

受付時間 判定・・・・午後12時45分 '""1時30分
場 所 総合会館

BCG接種・・・・午後 1時 '""2時

持ち物 母子手帳・問診票

※判定の結果、陰性者には、 BCGを接種しますが、つぎのよ

うな人は BCGを接種できません。

1. 発熱しているもの、または著しい栄養障害のもの。

いI2. まん延性の皮膚病にかかっているもの。

3. 免疫抑制剤、副腎皮質ステロイド剤などの投与を受けた

もの。

はしか (MMR)の予防接種またはポリオ生ワクチン投与

後 1か月以内のもの。

3種混合予防接種を受けてから 2週間以内のもの。

1年以内にけいれん、ひきつけを起こしたもの。

3 ~重 予
.6. 
cl 防 接~ 

jJ:t 種

日 時 3月20日(火)午後 1時 '""2時

ト|場 所 総合会館

該当児

砂 I期…昭和62年 9月1日~昭和63年 2月28日までの出生児。

砂II期… I期 3回を完了して 1年から 1年 6か月以内の者。

|二|砂昭和62年 3月1日~昭和62年 8月31日までの出生児で未接

種者。

〈注意事項〉

O体温がはかつてないと接種できません。体温は必ずはかつ

てください。

O問診票の記入もれや押印の忘れがないようにしてくださいo

I"，pl 0接種を受悦子の健康状態がわかる人がおつれください。

〈つぎのような人は接種できません〉

1. 発熱している者、または著しい栄養障害者。

2. 心臓血管系疾患、腎臓、肝臓疾患にかかっている者。

3. はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 1

か月以内の者。

4. インフルエンザ予防接種後2週間以内の者。

5. 1年以内にけいれん、ひきつげを起こした者。

⑪ 広報し ようわ 平成2.3.1



安全固いっせい*

3月1日から

3月アBまで
この季節は、空気が非常に乾燥していますから、どん

な小さな火からでも火災が発生しやすく、風の強い日も

多いので、大火になりやすい時期です。

運動期間中は、午後日時にサイレンが鳴らされます。

Eヨ硯軍軍司E罰圃月のこよみ
MARCH=弥生(やよい)

国土緑火北災運予動防強運調動!lW期間月日) 
赤休口) 

固定資産課(総税(合6台会P帳館参縦照覧) 
一…が注意川災研 品ι l 

春の 手 編 教 室 甲府地区消防本部(冨22-11 80)から
午後 7 時30分~)

i ii 樹
ボールペン教室(総合会館

17 仕)
リノ¥ビリ教室(総合会館)

午後 7 時30分~) 母子手帳交付及び一般健康相談日
先勝 安産教室(総合会館) 仏滅 (総合会館)

3 
ひな祭り

友は引) 三リ母ハ子粧ビ手j長j帳(教中交先室央付生(及総公をぴ合毘囲会般瞳館む健)康包午相ミ睡談ナ日1ー(時総合四会分酎一}
18彼岸入り ⑧ 

第 8回昭和町生涯学習推進大会

耳の日
大安

(lOP参照)

4 先⑮負

第30回地区対抗車球大会(町民体育館)

19 (月)
婦人の社会参加講座

第26団地区対抗野球大会(押原中校 (総合会館 午後 7 時30分~)

庭他) 赤口

啓塾

仏伺滅) 
婦人の生き方講座 (総合会館

20 先伏勝) 
春休み綾子料理教室参加申込み締(切10りP日参 I 

午後 7 時30分~) 参照)

手3種話講混合習会予防(総接合種会(総館合午会後館7)時30分~)

例
ツベ/レクリン反応検査(総合会館) 21圃春分の日 (水)
手話講習会(総合会館午後7時30分"')

大安 着付教室(総合会館午後 7 時30分~) 友引

消防記念日

赤(栂口
心配ごと相談(央総公合民会館館午後l時，，-)

{事照P上東上河東河

22放送言念 休)
行政相談(中央公民館午後 1 時~)

建築物防災週間 行政相談(中 午後 l 時~)
しあわせづくりの生活設計講座(総合会館

(-----13日) かいまきづくり(総合会館 午後7時30分"') 先負 午3後歳児7健時康30診分~査)(総合会館)

8 
国際婦人デー

先同勝

寝たきり老人入浴サービス(総合会館午後 l 時~) 23世界気象デ 樹手編教室(総合会館午後7時30分"')
ツベルクリン反応判定及びBCG接種(総合会館) 仏滅

友働引

ボールペン教室 区 24彼岸明け 大(j安1 
役場開庁

(総合会館午後 7 時30分~)
安産教室(総合会館)

10 的
役場開庁 25電気記念日

赤⑮口先負

11 仏⑮滅 26 何)
交通災害共済申込み締切り日(7P参照)
働く婦人の子育て講座(総合会館午後7時30分"')

先勝 母子手帳交付及び一般健康相談日(総合会館)

12 何)
婦人の社会参加講座

27 {火)
春休み親子料理教室(lOP参照)

(総合会館午後 7時30分-----) 手話講習会
大安 先負 (総合会館午後7時30分-----)

13 赤的口

2歳児歯科検診(総合会館)

28 仏(水滅) 
心配ごと相談(総合会館午後 1時-----)

手話講習会 乳児整形外科検診(総合会館)

(総合会館午後 7時30分-----)

14 や同
心身障害児・者巡回療育相談

29 休)
国民健康保険証更新日 (3P参照)

(lOP参照)
先勝 心配ごと相談 (総合会館 午後 1 時~) 大安

15確定申告提出期限 関
ホームヘルパ一応募締切り日(lOP参照)

30 働
不用犬猫収集日 (総合会館目iJ)

(B P参照) 乳児健康診査(総合会館)
友引 手編教室(総合会館午後 7 時30分~) 赤口

16 先後負) 
乳児健康診査(総合会館)

31 先位勝) 

-R粗
大
ゴ
ミ
の
収
集
場
所
は
、
左
記
指
定
場
所
の
み
で
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公会堂

第 1公会堂

公会堂、宮の上収集小屋横

新公会堂

公会堂

中島遊園地

公 会 堂

公会堂、 8組横固有地

東部農協常永支所前空地

西 2組ゴミ収集小屋

公会堂 と消防小屋の間

集会所北空地

所土着
Fι『

λヒ指

⑫ 平成2.3.I しょ うわ

地区名

西 条一 区

西条 二 区

清水新居

西 条 新田

押越

河東中島

紙漉阿原

築 地 新 居

飯 喰

河西

上 河東

上河東二区

広報

粗
大
コ
ミ
収
集
の
指
定
場
所

粗大ゴミ

燃えない物

空カン・ガラス

毎 月

第 2水曜日

第 4水曜日

区
区
属
国
一
越
島
川一原

居

喰

西

東

区

一

ニ

新

新

一

中
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新

ニ
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河

東

条
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水
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西

西

清

西

一押

河

紙

築

飯

河

上

上

14日

燃える物

2日・ 6日・ 9日

13日・ 16日・ 20日

23日・ 27日・ 30日

毎週

火・ 金曜日

区土也、

第 4水曜日

28日

28日

7日

毎月

第 1水曜日

第 3水曜日
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口
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